


















 

 

無脂乳固形分率 
 

★ 乳 成 分 と 体 細 胞 ★ 

牛群の体細胞数が 20 万/ml 以上の時は、細心の注意を！! 

①個体確認 → 検定成績・PL ﾃｽﾄ 

②分房確認 → 検査依頼・PL ﾃｽﾄ 

③数値が高い → 生乳出荷を止める(損失回避)  
④根気強く治療                      

⑤エサ給与内容のチェック                    

⑥感染を広めない                      

⑦日常作業の再チェック                      

⑧ 乾乳期の徹底した治療                     

    

乳 蛋 白 質 率 

● 健康保持に肝臓は最も大切な臓器。泌乳初期の高乳脂率は体脂肪動員にて痩せつつ

あり、脂肪肝が疑われます。（食欲不振→食い止まり） 

● 粗濃比のアン・バランス。濃厚飼料摂取に見合った粗飼料の食い込み不足、固め食

い、選び食いでアン・バランスとなり、ルーメン・アシドーシスへの危険。 

● 蛋白質率が 3.0％未満ならエネルギー不足で、乾物摂取量とエネルギー含量を高め

なければ繁殖に苦労します。 

● 分娩後、蛋白質率が 3.0％未満なら、卵巣の回復が遅れている兆候です。卵巣機能

の早期回復に重要なことは、乾物摂取量を高めることです。 

乳  脂  率 

● 乳成分はルーメンの発酵状態や卵巣機能、代謝機能と

関係が深く、乳牛の健康状態の指標とも言えます。乳

成分の動きをよく見て栄養管理に活用しましょう。ま

た、数値のみで判断せず、乳牛自身の姿、状態、行動、

周囲を観察し、変化を察知することも非常に大切にな

ります。 

● 乳脂率以外の乳成分の合計【乳蛋白質率＋乳糖率＋約 1％の灰分】です。乳糖率と

灰分はほぼ変動がないので、乳蛋白質率の変動とほぼ同じです。 

● ＳＮＦが一定レベルを維持していれば、エネルギーが充足していると言えます。  

（低いＳＮＦは長期的な栄養不足と考えられます、要注意） 

乳 成 分 と は 

成 分 目 標 値   

乳  脂  率  3.8% 

乳 蛋 白 質 率 3.3% 

無脂乳固形分率 8.8% 

 

ＪＡ宮崎経済連 

 
体調管理チェック

をお願いします！ 














